
令和８年６月５日(金)午前１０時～１１時
美浜町役場３階 正庁
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本日の会見内容

１．令和８年度６月補正予算 会計別予算状況について

２．令和８年度一般会計 ６月補正予算の概要について

３．主要事業等について

４．質 疑

５．そ の 他
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令和８年度６月補正予算
会計別予算状況について
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会 計 名 補正前の額 ６月補正予算額 補正後予算額

一 般 会 計 8,805,978 688,429 9,494,407

特
別
会
計

診療所事業特別会計 130,721 0 130,721

国民健康保険事業特別会計 1,110,276 653 1,110,929

後期高齢者医療事業特別会計 198,683 641 199,324

介護保険事業特別会計(介護保険事業勘定) 1,131,981 3,932 1,135,913

介護保険事業特別会計(介護サービス事業勘定) 9,630 0 9,630

産業団地事業特別会計 2,322 0 2,322

住宅団地事業特別会計 8,511 0 8,511

特別会計 小計 2,592,124 5,226 2,597,350

合 計 11,398,102 693,655 12,091,757

（単位：千円）【６月補正予算会計別予算状況】

上水道事業会計 予算科目 補正前の額 ６月補正予算額 補正後予算額

３
条

収 益 的 収 入 291,238 0 291,238

収 益 的 支 出 401,485 0 401,485

４
条

資 本 的 収 入 630,720 0 630,720

資 本 的 支 出 704,685 0 704,685

【企業会計】 （単位：千円）

下水道事業会計 予算科目 補正前の額 ６月補正予算額 補正後予算額

３
条

収 益 的 収 入 742,659 1,423 744,082

収 益 的 支 出 649,405 1,423 650,828

４
条

資 本 的 収 入 111,270 2,380 113,650

資 本 的 支 出 360,920 2,380 363,300



令和８年度一般会計
６月補正予算の概要について
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〔予算規模〕

○一般会計の６月補正予算額 ６億８，８４２万９千円

○補正後の予算総額 ９４億９，４４０万７千円
（対前年度比 ９９．６％）

（参考）前年度同期補正額    7億7,315万円

補正後の予算総額  95億3,702万9千円
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款 補正前の額 6月補正予算額 補正後予算額 主な事業等

1 議 会 費 131,629 455 132,084 ―

2 総 務 費 1,598,473 178,993 1,777,466
・明かりのまちづくり事業（49,506）
・みはまシナプスプロジェクト事業（45,533）
・エネルギー環境教育体験館整備事業（18,575）

3 民 生 費 2,180,531 24,534 2,205,065 ー

4 衛 生 費 1,374,268 26,658 1,400,926 ・海岸漂着物撤去処分事業（22,460）

5 労 働 費 41,830 0 41,830 ―

6 農林水産業費 339,218 60,383 399,601
・未来に繋ぐふくいの農業応援事業（24,750）
・森林環境保全整備事業（15,939）

7 商 工 費 403,357 43,095 446,452
・若狭みはま魅力アップ事業（20,000）
・レイクセンター運営事業（13,070）

8 土 木 費 405,259 218,973 624,232
・道路維持事業（84,009）
・町道久々子・金山線道路改良事業（64,000）
・橋梁長寿命修繕事業（21,300）

9 消 防 費 433,994 1,870 435,864 ー

10 教 育 費 1,245,898 133,468 1,379,366
・生涯学習センター管理事業（68,776）
・国吉城址及び周辺地区史跡整備事業（31,206）
・北前船日本遺産活用事業（14,467）

11 公 債 費 631,521 0 631,521 ―

12 予 備 費 20,000 0 20,000 ―

歳 出 合 計 8,805,978 688,429 9,494,407

【一般会計 歳出予算の内訳】 （単位：千円）



１．防災力の強化の導入
① デジタル技術を活用した災害情報収集・発信システムの導入
② 感震ブレーカーの設置促進
③ 災害時の避難所生活環境の改善

２．歴史的建造物の保存と活用
～国登録有形文化財旧田辺家住宅付属の門塀再建～

３．人づくりの成果をまちのにぎわいに
～トライアルフィールド整備～

４．三方五湖ミライ会議の開催
～世界に選ばれる三方五湖を目指して～
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主要事業等について



① デジタル技術を活用した災害情報収集・発信システムの導入

災害物資の備蓄状況を簡便、迅速に把握し管理し、発災時には国、県、町、民間
事業者等の間で、物資の調達・輸送等に必要な情報を共有・調整を効率化し、迅速
かつ円滑な被災者への物資支援を行うシステムを導入します。〔新規〕

■所管課・局・室（お問合せ先） エネルギー政策課 危機管理対策室 ℡0770-32-6716

１．防災力の強化

（キーワード）③命を守る強靭化
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※内閣府資料抜粋

【事業概要】
新物資システム（B-PLo）：内閣府所管

【平時の運用】
●「どこに」「何が」「どれだけあるか」「使用期限はいつか」を

わかりやすく把握・管理

●システム操作の習熟を図るため、研修や訓練への積極的な参加

【災害発生時】
●避難所、町災害対策本部、県、国等を本システムを活用して連携

●物資の調達・輸送等に必要な情報を共有・調整、迅速かつ円滑な

支援を実施



② 感震ブレーカーの設置促進

大規模地震発生時の電気火災の防止及び被害を抑制することを目的に、住宅にお

ける感震ブレーカーの購入及び設置に要する費用を補助します。〔新規〕
【補助事業概要】

① 補助対象者

○町内に住所を有し、町内の住宅に居住する者

○自ら居住するために町内に住宅を新築又は購入しようとする者

② 補助対象経費

感震ブレーカーの購入・設置費用

  ③ 補助金の額

補助対象経費の３分の２（補助上限額20,000円）

   ④ 補助期限

令和１０年度まで

■所管課・局・室（お問合せ先） エネルギー政策課 危機管理対策室 ℡0770-32-6716

１．防災力の強化

防災力強化事業（200千円）

（キーワード）③命を守る強靭化
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③ 災害時の避難所生活環境の改善

令和８年７月３日（金）に（一社）助けあいジャパンと美浜町が「みんな元気に
なるトイレ」災害派遣協力等に関する協定を締結し、要請に応じて出動し、自治体
間の相互派遣を実現、避難生活を支えます。

１．防災力の強化
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（48団体）

※助けあいジャパンHPより抜粋

【平時の運用】
防災訓練やイベント等で平時から活用し、命を守る環境づくりと住民の防災意識の醸成を図る。

【災害発生時】

協定に基づき被災自治体への派遣を「助けあいジャパン」が調整。全国の参加自治体が駆け付け、いつもと

変わらない良質なトイレで避難生活を支える。

協定締結式 １０時～（美浜町役場３階正庁）



■所管課・局・室（お問合せ先） エネルギー政策課 危機管理対策室 ℡0770-32-6716 12

【トイレトラックの概要】
災害時の停電・断水等により、既設のトイレが使用不可となった場合に避難所等で

使用するため、トイレトラックを整備します。

防災用モビリティトイレトラック １台

〇水洗式の洋式トイレ５つ（個室４部屋（男女別）＋多機能トイレ１室）

〇洗面台、手すり、車いすリフター等を装備

お披露目式（美浜町役場 正面玄関前）

（キーワード）③命を守る強靭化



国登録有形文化財 旧田辺半太夫家住宅（平成30年登録）に付属する建物（表門、
裏門、塀）を当時の現存部材を用いて若狭国吉城歴史資料館周辺に復元します。

※旧田辺家住宅を構成する門塀として、将来的に同様の認定を受ける価値がある建造物です。

【事業概要】

旧田辺家住宅門塀再建工事及び工事監理

【復元建造物】 組み上げ・完成 令和９年１月末頃（予定）

２．歴史的建造物の保存と活用 国登録有形文化財旧田辺家住宅付属の門塀再建

旧田辺家の表門
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表門

※延長約7.5ｍ／高さ約4.3ｍ／奥行3.8ｍ（屋根込）

※創建年代：明治期頃（昭和初期に改修）

旧田辺家母屋正面に置かれた、薬医門形式の大門で、大庄屋田辺半太夫

家の格式を窺わせる。

裏門、塀

※延長約10ｍ／高さ約2.3ｍ／奥行1.7ｍ（屋根込）

※創建年代：明治期頃

旧田辺家上玄関横に設けられ旧庭園との仕切りとなっていた。

裏門・塀



■所管課・局・室（お問合せ先） 生涯学習推進課 若狭国吉城歴史資料館 ℡0770-32-0050 14

国吉城址及び周辺地区史跡整備事業（31,206千円）

【設置場所（予定）】
◆表門・・・・・・資料館正面
◆裏門、塀・・・上玄関横
※それぞれの元位置を踏襲予定
（表門は直角に向きを変える）



３．人づくりの成果をまちのにぎわいに  トライアルフィールドの整備
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JR美浜駅から生涯学習センターなびあすまでの空間に新たな挑戦の舞台として、
トライアルフィールドを整備。学びと挑戦を育む「人づくり」を、活躍と交流の
「場づくり」、まちの＜にぎわい＞へ繋げます。
【事業概要】

  ① 主な機能  ● トライアル機能：＜学び＞×＜なりわい＞商業人材育成支援の拠点

        ● イベント機能：イベントによるチャレンジ支援の＜場＞の役割

     ● 公園機能：多様な人々が＜交わり＞＜繋がる＞公園としての空間

  ② 事業場所 美浜町郷市地係

③ スケジュール

（予定） 内 容 令和８年度 令和９年度 令和10年度

・事業用地取得

・実施設計

・造成工事

・建築工事

共用開始

JR美浜駅

道の駅

はまびより
観光農園

HAMABERRY
美浜未来想作所

まほら

生涯学習センター

なびあす

外からの活力を呼び込む
（非日常・消費）

地域の人材を育む
（日常・学び）

＜にぎわいゾーン＞

なびあす美浜町役場

まほら

はまびより

JR美浜駅

観光農園



■所管課・局・室（お問合せ先） まちづくり推進課 ℡0770-32-6701 16

（キーワード）➁稼ぐ力の強化と共創のシナプス

みはまシナプス推進事業（45,533千円）

まちの挑戦を支える
「大屋根ひろば」

天候に左右されない半屋外のトライアル拠点。
地域に根差した食の起業と新たなビジネスの創出を
応援します。

みはまトライアルフィールド（全体イメージ）

＜大屋根ひろば機能＞
コミュニティ・キッチン／トイレ／倉庫 ＜機能＞多世代をつなぐブリッジパーク／スプラッシュパッド／キッチンカースペース

ポップアップショップ／大屋根ひろば など



本会議は「世界に選ばれる地域づくり」をテーマに、世界に通用する三方五湖の
可能性を引き出すとともに、「世界から見た三方五湖の価値とは何か」地域のポテ
ンシャルを再確認する『三方五湖ミライ会議』を、美浜・若狭両町の共催により開
催します。

① 内 容
第１部 基調講演
地域が熱くなれば、世界は動く！ ～“選ばれる観光地”になるための地域の元気と人間力～

公益財団法人 大阪観光局 理事長 溝畑 宏 氏

第２部 パネルディスカッション
世界から見た三方五湖の「価値」再発見 ～私たちが楽しむ暮らしこそ、世界に誇る価値～

【パネリスト】大阪観光局、観光庁、㈱レインボーライン ほか

② 日 時
令和８年６月１４日（日）１３：３０～１６：００

（開場：１３：００）

③ 場 所
美浜町生涯学習センターなびあす ホール

④ 主催等
 （主催）三方五湖広域観光協議会 （共催）美浜町・若狭町

■所管課・局・室（お問合せ先） 観光誘客課 ℡0770-32-6705

４．『三方五湖ミライ会議』の開催 世界に選ばれる三方五湖を目指して
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